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1   井上圓了（1858-1919）は哲学館を創立した仏教哲学者である。その後、哲学館大学を経て現在の東洋大学となる。
2   田中春回（1833-1911）は、長岡藩士で明治維新前の藩校である祟徳館から長岡学校にかけての漢文の教師である。その後
も長岡にできた女学校の教師としても活躍する。









































4   草間時福は、松山英学所初代校長で愛媛県下の自由民権運動やマスコミに少なからず影響を与え、自治社、松山公共社の
社員となり『海南新聞』（現『愛媛新聞』の前身）の編集にも当り、民権運動にも積極的に関わった。
5   川上淳一郎（1865-1931）は庄屋の家系に生まれ、明治16年に栃尾銀行の取締役、改進党に入党し、同29年に長岡銀行取締役、
同39年県会議員、同45年衆議院議員当選。養蚕業組合にも貢献した。
6   大橋佐平（1835-1901）は酒造業の家に生まれ、明治５年に三島億二郎、田中春回らとともに長岡洋学校を創立した。同6
年に長岡郵便局長、同14年には「北越新聞」ついで「越後毎日新聞」を発刊した。また同20年には出版社の「博文館」を
設立、同29年には北越石油の取締役となっている。
7   大平與文次（1839-1896）は庄屋の家系に生まれ、大橋佐平とともに「越佐毎日新聞」を発行したが、すぐに退社して「長
岡日報」を発刊する。
8   梛野直（1842-1912）は庄屋の家に生まれるが、藩医の梛野家の養子になる。祟徳館と国漢学校の教師で医学を教えていた。
明治５年の学校令により小学校に変わるときに、陸軍軍医を経て長岡会社病院を設立した。
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次郎26・小林宇宙太27・大塚益郎28・深井清一郎・渡邊萬治29・大崎二六郎30・土田元郎31・廣川幸四郎・近藤衛32の諸
君と川上淳一郎並びに君とであつた。
　解説
　広井一は教員時代に勤務していた越佐新聞を買い取ることになる。そのときの手紙である。ここにある保安条例
とあるのは、広井一が教員１年目のときに立憲運動で皇居に陳情書を出したため、東京から追放されたことを指し
ている。川上淳一郎とともに、東京と長岡で政治活動を行い、その活動手段に新聞を選んだ。当時、広井一は22歳
で血気盛んな時期であったとはいえ、現役の教員が起こした事件としてはかなり注目すべきである。この事件を田
中春回に報告しているが、不問にふせられたようだ。
　というのも、長岡学校が先に述べたように県の補助が受けられないことをきっかけに反中央政府的側面が強く、
教員も学生も和同会を通じて政治活動を行っていたため、信念を持って言動一致をもって行ったことであるから咎
められるべきではないという風潮だったようである。また、ランプ会の後を追うような形で殖産協会という政治を
中心とするグループが形成され始める。ここでの新聞と学校での活動が表出した感がある。
　この後、明治20年ごろにはかなり石油が産出するようになり、その産出量により石油会社の株価は乱高下した。
その情報を伝えるメディアとして長岡新聞は大きく影響を与える存在となる。支局は新潟県内とどまらず、東京・
大阪、前橋、高崎、桐生、沼田と広がった。
　しかし、当時の新聞を読むと石油の噴油を知らせる記事があっても、翌日には何も無かったかのように報道され
ないことがあり、当時の石油関連の記事の信憑性は疑わしいものもある。
Ⅴ　長岡銀行設立（231-232ページ）
　日清戰役後、日本の經濟状態は頓に勃興し、金融機關の働きを待つ必要を漸く感ずるに至つた。越後でも故山口
權三郎・久須美秀三郎・大塚益郎・澁谷初次郎・澁谷善作33の諸氏が時代の波に乗つて、長岡に一銀行を設立する
の計書を立てゝゐた。
　明治二十九年の春、臨時縣會を終り、長岡へ歸つた時、あだかも山口・久須美・大塚の諸氏が銀行創立の相談中で、
君と同じく縣會から歸郡の途次、長岡へ立寄つた三輪潤太郎・廣川莊次（二の間違いか）34・長谷川儀左衛門35・星
名佐藤次（治の誤りか）36・川上淳一郎・鈴木義延37の諸氏にもこれが賛成を求めた。君は常時の經濟社會が潑刺と
して活氣付き、金融機關の設備が益々大切の時機となつて居るのに鑑み、誠に時機を得た計畫であるとして、欣然
設立に向つて、盡力すべきことを誓ひ、他の有志をも勸誘する意志を表明し、發起人の相談會に出席した。かくて
發起人としての持株を申込み、密接なる關係を新銀行設立に向つて結び、その創立に封し盡力することゝなつた。
　新銀行は「長岡銀行」と稱し、資本金五十萬圓を以て、設立すべく、先づ定欺の作成、出願の手續き、株式の募
集等、種々の事務あるが故に、發起人中より常務委員を定むるの必要があり、君及び澁谷善作が、この常務委員に
擧げられた。そこで澁谷は登起の事務打合せが大休すむや、銀行事務見習として上京、安田銀行に於て、見學する
ことゝなり、君は長岡に止まつて、川上淳一郎と共に、定欺の基礎、事業目論見書等を作成し、これを大藏大臣に
提出し、訂正等の注意を受くる時は、不都合の箇條を訂正し、且つ同省ようの照會に封して、回答する要務に當る
と共に、發起人の協議會、株式の申込み決定、拂込金通知等の諸務に當つてゐた。
　かくて長岡銀行設立の認可があり、明治二十九年十一月十日開業の運びに至つた。君は創立事務擔當者の一人と
33  渋谷善作（1864-1931）は、長岡学校を卒業後慶応義塾に進学し、長岡女学校の校長を務め長岡銀行設立にかかわり頭取と
なる。その他、日本石油、北越鉄道、北越製紙の設立にかかわり、長岡市議会議長、長岡商工会議所会頭を歴任する。
34  廣川莊二（1850-1903）は、地主階級に生まれ副大区長を務め、明治28-30、32-36年新潟県議会議員を務める。）
35  長谷川儀左衛門（1851-1925）は、地主階級に生まれ明治26-30年にかけて新潟県議会議員（改進党所属）、三島郡会議員、
村長を務める。
36  星名佐藤治（1850-1926）は、地主階級に生まれ十日町銀行の取締役を務めていた。明治24-25年、36-40年県議会議員（進
歩党所属）を務める。
37  鈴木義延（1862-没年不明）は、長岡学校教員ののち明治28-36年にかけて新潟県議会議員（改進党所属）を務め、後に村
長となる。
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第５号（通巻第 14 号）
− 58 −
して、又將來實業界に身を投ずるも可なりとの考へから、創立と同時に同行入り常務を執ることとなつた。從つて
越佐新聞社の要務霧を親しく見ることが出來なかつた爲め、明治二十九年の暮から、同新聞の常務を辭するに至つ
た。
　解説
　これも長岡学校を中心とする人脈の広がりを表したものである。長岡学校は明治32年に県立中学校になるが、こ
の時代まで来ると長岡学校は、教員よりも長岡学校の卒業生によって産業クラスターの広がりが始まる。
　ここで注目すべきは、長岡学校が倒産危機にあったときに買い取りを提案した山口権三郎が長岡銀行の設立にか
かわっている。また、山口は初代新潟県議会議長であり、広井一は県議会に初当選している時期でもあり、協力関
係を結びやすい状態であったろう。
　当時、中越の中心的な銀行は六十九銀行であるが、これらの運営者は元教員あるいは旧藩士である。これとライ
バル関係となる長岡銀行を明治維新以降に教育を受けた新世代が設立し、これ以降運営していくところとなる。
参考文献
新潟県議会史編さん委員会編（2001）『新潟縣議會史（明治篇一）』，新潟県議会
新潟県議会史編さん委員会編（2002）『新潟縣議會史（明治篇二）』，新潟県議会
新潟県プロテスタント史研究会編（1990）『新潟女学校と北越学館：明治教育秘史』，新潟日報事業社
長岡市1998『ふるさと長岡の人びと』長岡市
長岡市史編集委員会近代史部会編集（1991）『三島億二郎日記』，長岡市史双書No.17，長岡市
長岡市史編集委員会近世史部会編（1992）『長岡藩政史料集（4）長尾平蔵収集長岡藩史料』，長岡市
長岡市立中央図書館古文書資料室編（2004）『再興長岡藩史料集』長岡市史双書No.43，長岡市
北越新報社編（1917）『長岡教育史料』，北越新報社
謝辞
この研究は平成２２年より開始した長岡大学松本准教授との共同研究の成果です。本紙面をお借りして発表できる
ことに、心より感謝いたします。
